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平成 19年 3月期中間決算及び通期の業績予想の修正に関するお知らせ 

 

  平成 19 年 3 月期中間（平成 18 年 4月 1 日～平成 18 年 9月 30 日）及び通期（平成 18 年 4 月 1日

～平成 19 年 3 月 31 日）の業績予想につきましては、平成 18 年 5 月 12 日の決算発表時、及び平成

18 年 8 月 2 日の第 1 四半期業績発表時に公表をしておりますが、下記のとおり修正いたしましたの

でお知らせいたします。 

 
記 

 
  

１．平成 19 年 3 月期中間業績予想数値の修正等（平成 18 年 4 月１日～平成 18 年 9 月 30 日） 
（単位：百万円、％） 

 売 上 高 経常利益 中間純利益 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） １５，０００ １，０００ ６００ 

当 中 間 期 実 績（Ｂ） １３，２７２ １，２７９ ８２０ 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） △１，７２７ ２７９ ２２０ 

増 減 率            （％） △１１．５ ２７．９ ３６．７ 

（ご参考） 
前期実績（平成 18 年 3 月期中間） 

６，９１４ ２６９ ９３７ 

 

 

 

２．平成 19 年 3 月期中間連結業績予想数値の修正等（平成 18年 4 月１日～平成 18 年 9月 30 日） 

（単位：百万円、％） 

 売 上 高 経常利益 中間純利益 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） １７，０００ １，０００ ８００ 

当 中 間 期 実 績（Ｂ） １４，９７７ １，０７０ ５１１ 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） △２，０２２ ７０ △２８８ 

増 減 率            （％） △１１．９ ７．１ △３６．１ 

（ご参考） 
前期実績（平成 18 年 3 月期中間） 

１０，０８５ ４５６ ９３０ 

 



 

 

３．平成 19 年 3 月期通期連結業績予想数値の修正等（平成 18年 4 月１日～平成 19 年 3月 31 日） 
（単位：百万円、％） 

 売 上 高 経常利益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） ３６，０００ １，８００ １，２００ 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） ３５，０００ １，３５０ ８００ 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） △１，０００ △４５０ △４００ 

増 減 率            （％） △２．８ △２５．０ △３３．３ 

（ご参考） 
前期実績（平成 18 年 3 月期） 

３０，０５４ ８３３ １，０７４ 

 

 

４．修正の理由 

  平成１９年３月期中間業績につきましては、鉄道車両部門において上半期に売上計上予定の一部

案件が下半期に繰り下がったことにより個別、連結とも上半期売上高が減少いたしました。しかし

ながら、鉄道車両部門のコストダウン効果などにより個別中間業績については、経常利益、中間純

利益とも当初予想を上回りました。連結中間業績につきましては、連結子会社の業績が当初予想を

下回ったことから純利益が減少しました。 

  連結通期予想につきましては、下半期以降も厳しい状態が予想されることから、下方修正いたし

ました。 

 個別通期予想につきましては、その影響は軽微にとどまる予定です。 

 

（参 考） 平成１９年３月期通期業績予想数値につきましても、既発表の業績予想数値を修正して

おります。 

      その範囲は適時開示基準に達しておりませんが、ご参考までにご報告します。 

 
 
平成 19 年 3月期通期業績予想数値の修正等（平成 18 年 4 月１日～平成 19年 3 月 31 日） 

（単位：百万円、％） 

 売 上 高 経常利益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） ３０，０００ １，２００ ８００ 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） ３０，０００ １，３５０ ８５０ 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） － １５０ ５０ 

増 減 率            （％） － １２．５ ６．３ 

（ご参考） 
前期実績（平成 18 年 3 月期） 

２０，７２３ ３３７ ９２０ 

 

 

※上記の予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は今後

さまざまな要因によって予想数値と異なる結果となることがあります。 

 

以  上 




